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図画・写真コンテスト入賞作品決定!!
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愛知スカウト人口 （平成２７年１２月１日現在）　１９０団　８61隊　スカウト　６,948名　指導者など　５,３８４名　合計 １２,３３２名 1

図画部門・ビーバー　最優秀賞
杉浦 拓真(西尾第5団)
「うまとぼくのおせわ」

図画部門･ボーイ　最優秀賞
石川 晃輔(名古屋第62団)
「キャンプサイト開拓隊」

図画部門･カブ　最優秀賞
寺島 士示(稲沢第9団)
「Boyscout Memories」

平成27年度の図画・写真コンテストは応募数462点と昨年には及びませんでしたが、力作揃いで内容は充実した作品が多かった
です。表彰式は1月17日(日)に行われます。(各部門の入賞者一覧、写真部門の最優秀賞受賞作品は次ページ以降に掲載します)

新春を迎えて
また、この世界スカウトジャンボリーの開催前後には、ＵＫ、ド

イツ、韓国からの２５０名余の青少年が愛知県内を訪れ、各地

でのホームステイでおもてなしをすることができました。

さて、本年は、愛知連盟と韓国ソウル北部連盟との友好提

携事業の一つである「ローバース緑化プロジェクト」や米国

への「第２９回フィルモント派遣」などの国際交流事業を提供

いたします。

さらに、８月には「第２回東海４県連盟合同野営大会」が開

催され、陸上自衛隊のご支援をいただくなかで、岐阜県連盟、

静岡県連盟、三重連盟、愛知連盟からも参加をし、約４，０００

人が、岐阜県日和田高原に集う予定となっています。

どうか今年も安全で楽しいスカウト活動が展開され、各地

区や各団の更なる充実と発展があるように、心から期待して

おります。

各位のなお一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し

上げます。

２０１6年の新春にあたり、ボーイスカウト運動に関係される

皆さまにごあいさつを申し上げます。

昨年は、7月２８日から８月８日まで山口県阿知須・きらら浜

で「第２３回世界スカウトジャンボリー」が開催され、１５５の国

と地域から３万３，６２８名が参加して、世界最大のスカウトによ

る平和の祭典となりました。

愛知連盟からは、国内では最多の派遣隊１５隊（６０７名）

に加え、国際サ－ビスチーム員として２４８名の奉仕者が参加

をすることができました。

日本ボーイスカウト愛知連盟
連盟長

岡谷 篤一
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ホットニュースホットニュースホットニューススカウトあいち

平成２７年度 第３６回 図画･写真コンテスト
第36回 図画・写真コンテストに462点のご応募をいただきました。
それらの中から、組織・拡充委員会、有識者による審査を経て、次のみなさんが入賞されました。おめでとうございます。
表彰式は、1月17日(日)に行われます。平成28年度も作品の募集を行いますので、より多くのご応募をお願いいたします。
写真部門の優秀作品は、次のとおりです

写真部門･カブ　最優秀賞
宮治　佑賢（あま第3団）　「届け　私の声」

写真部門･ベンチャー　優秀賞　
中井　友子（名古屋第４７団）　「かまくら」

写真部門･ボーイ　優秀賞　
山田　樹（稲沢第１０団）　「丘の上から」

写真部門･ボーイ　優秀賞　
高山　巧（西尾第６団）　「待ちに待ったお昼」

＜入賞者　一覧＞
図画部門･ビーバー

最優秀賞
優 秀 賞
優 秀 賞
優 秀 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞

西尾第5団
豊明第1団
一宮第14団
豊川第4団
名古屋第101団
大治第1団
大治第1団
あま第2団
あま第3団
小牧第1団
稲沢第4団
大府第1団

杉浦　拓真
宮田　紘典
山口　裕人
大野　史織
梅村勘太郎
佐藤　　紳
田頭ゆりか
永田　皓雅
若林　凌亜
松岡紗里奈
柘植　悠慶
万年　郁士

賞 氏　　名 所属団

図画部門･ボーイ

最優秀賞
優 秀 賞
入 賞

名古屋第62団
西尾第12団
豊田第34団

石川　晃輔
船橋　朝美
柴田　瑞希

賞 氏　　名 所属団

写真部門･カブ

最優秀賞
優 秀 賞
優 秀 賞
優 秀 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞

あま第3団
あま第3団
碧南第2団
西尾第1団
名古屋第69団
あま第3団
大府第2団
西尾第1団
西尾第1団
豊田第16団
豊田第16団

宮治　佑賢
近藤　天晴
田中　咲多
稲吉　桜河
髙樋　昂希
高橋　健惺
浜島　新埜
羽佐田啓介
森田蓮太郎
渡辺　響生
新谷　一輝

賞 氏　　名 所属団

写真部門･ベンチャー

優 秀 賞 名古屋第47団中井　友子
賞 氏　　名 所属団

写真部門･ボーイ

優 秀 賞
優 秀 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞

稲沢第10団
西尾第6団
名古屋第1団
名古屋第1団
大治第1団
一宮第5団
西尾第12団

山田　　樹
高山　　巧
南川　芳輝
南川　瑞生
山本　哲太
中村　友紀
鈴木　俊槻

賞 氏　　名 所属団

図画部門･カブ

最優秀賞
優 秀 賞
優 秀 賞
優 秀 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞
入 賞

稲沢第9団
岡崎第5団
小牧第1団
名古屋第62団
名古屋第101団
名古屋第101団
半田第7団
岡崎第5団
西尾第12団
豊川第4団

寺島　士示
岩月　花帆
松岡真里奈
石川真理子
梅村朔太郎
北川　槙也
竜沢　果林
高木　悠衣
黒部　琴子
大野花奈乃

賞 氏　　名 所属団
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体験で学ぶ森と緑づくり 第2回あいちビーバー・カブラリー
平成27年10月25日（日）、愛・地球博記念公園（モリコロパーク）で、愛知連盟主催による第2回あいちビーバー・カブラ

リーが4年ぶりに開催されました。「体験で学ぶ森と緑づくり」（愛知県助成事業）との同時開催として、自然に親しみ愛護
する心を育てる目標を掲げ、テーマを「みんなあつまれ！花と緑とスカウトのワ！」とし、開催当日は約4,700人の、愛知連盟所
属のビーバースカウトとカブスカウト、及び同年代の子供たちならびに指導者、保護者の参加を頂きました。木枯らしの吹く
一日でしたが、各ブースには順番を待つ多くのスカウトたちが列をつくり、大変な混み合いを終日見せていました。
今回のラリーでは、スカウトたちが世界に目を向け、学用品がないために勉強が出来ない多くの仲間たちに鉛筆を持ち寄

り、発展途上国（アフガニスタン）に寄付を行いました。当日回収された4,956本の鉛筆は、国際協力NGOジョイセフ
（JOICFP）に委託致します。

おめでとう！（シンボルマーク入選）

きもちいい～（モンキーブリッジ） ぼくだって！（ロープ歩き）

見て！ このチームワーク（カブ競技）

あたった！（水鉄砲）

リフレッシュした管理棟 新たに設置した薪ストーブ 高橋正蔵先生顕彰の森

野営場だより
愛知連盟（新城・吉川）野営場は、平成２５年６月から３年にわたり、大規模修繕工事を関係各位のご支援のもとに進め、

平成２７年１１月に終了いたしました。
また、野営場内に「高橋正蔵先生顕彰の森」もでき、更に自然豊かな場所となりました。　魅力を増した野営場への訪問を
お待ちしています。



11月10日白鳥公園にて「あつた区民まつり」が開催されまし
た。僕たち名古屋第124団ボーイ隊はカブ隊と合同で参加しま
した。ボーイ隊は「割り箸ゴムてっぽう」を、カブ隊は「ハロウィーン
折り紙」を子ども達に教えました。
昨夜からの雨で足元がぬかるんでいたのにも関わらず、たくさ

んの仲間が来てくれたので、僕たちもそれに応えて、一所懸命
「割り箸ゴムてっぽう」の作り方を教えました。みんな初めて作る
「割り箸ゴムてっぽう」に大興奮して、その笑顔が見られて本当
に参加してよかったと思いました。
今日のスカウト活動に共感して新しい仲間が増えてくれること

を期待したいと思います。

世界ジャンボリーの思い出 あつた区民まつり
名古屋西部地区　名古屋第124団　ボーイ隊　ワシ班　今井 大晴

どんぐり交流会

私は、23WSJを通してたくさんの仲間たちと出会いました。
スタッフ側として働き、苦しい時もあれば楽しい時もあり、困難
がある時は仲間が支えてくれ、楽しい時は一緒に楽しみました。
支えてくれる人がいると気づき、多くの発見をしました。
名古屋北斗地区 名古屋第９５団 ベンチャー隊 仲尾次蒼馬

23WSJに参加してとても良
い経験ができたと思いました。
次長として、班員をまとめること
ができ、責任感が強くなった気
がします。また機会があれば是
非参加したいと思います。

名古屋北斗地区
名古屋第９５団 ベンチャー隊

今井 健太

名古屋千種地区　名古屋第２２団　ボーイ隊長　中村 恭章
3泊4日の秋季キャンプ
名古屋巽地区　名古屋第31団　ボーイ隊　ライオン班　牧野 祥多

9月19日～22日まで3泊4
日岩村キャンプ場で行った秋
のキャンプに参加しました。ぼ
くが、秋のキャンプで一番楽し
かったことは、キャンプで参加
したボーイ隊のメンバーで料
理を作ったことです。隊長たち
から配給をもらい、自分たちで好きなように作って食べました。と
てもおいしくできました。
秋のキャンプでは、「ちかい」と「おきて」を完璧におぼえる宿
題がでました。全ておぼえられて、とてもうれしかったです。
また、次のキャンプもたのしく参加したいです。 11月8日、新城吉川野営場でどんぐり交流会が開かれました。

ボーイスカウト、ガールスカウト、みどりの少年団の各団体か
らおよそ180人が集まり、吉川の山が豊かな森に育つことを
願って、雨が降るなか協力して２００本のどんぐりの苗を野営場
内の斜面に植えました。　植樹の後はしいたけの原木に菌を
植え付ける作業をしたり、参加者
全員でネイチャーゲームを楽しん
だりと、自然体験が盛りだくさん
の1日でした。　お昼に管理棟で
ごちそうになったハンバーグカ
レーは、とてもおいしかったです。

4

ニュース & トピックス

〈名古屋〉
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尾張東地区　江南第３団　ベンチャー隊長　石原 昌幸
一泊技能章講習会

尾張東地区　春日井第８団　組織・拡充委員　野村 典孝

昨年夏季舎営のリンゴ農家を訪問

１０月２４日から1泊2日で、地区技能章講習会が日進五色
園をお借りしておこなわれました。本年度はより実践的な内容
に変更して実施し、スカウトの楽しそうな笑顔と笑い声に包ま
れながら終了しました。

尾張南地区　あま第２団　団委員長　永津 勝彦

私たちの団は昨年の夏季舎営を、長野県下伊那郡豊丘村
のリンゴ農家で行いました。その時、リンゴ園では小さなリンゴ
がたわわになっていました。「秋にはスカウトの顔の半分以上
になるのだよ」と聞き、ぜひ秋にもう一度見に来ますと言ってい

ましたが、いろいろの行
事で実現することが出
来ませんでした。
今年こそはと10月
12日の体育の日にス
カウトみんなでリンゴ園
に行ってきました。リン
ゴの採り方を聞いた
後、赤く大きなリンゴを
スカウトが収穫し、その
場でかぶりつき「おい
しーい」と夢中で食べて
いました。

ちびっこ冒険レンジャー大集合

１１月３日の文化の日に春日井市内のボーイスカウト
（2,3,4,5,8,10団）は、ガールスカウト（40,72,110団）とと
もに「第１０回ちびっこ冒険レンジャー大集合」を落合公園で
行いました。天気にも恵ま
れ、４歳から１１歳までの子
供600人とその保護者で
今年は1000人近くの参
加者になりました。各団創
意工夫を凝らしたチェック
ポイントを体験することでス
カウト活動への普及拡大
へ繋がる１日となりました。

名鉄、地下鉄、リニモを乗り継いで、カブ隊は、モリコロパーク
に到着！出発駅から違う隊のスカウトを大勢見つけながら、ワク
ワクが膨らんでいきます。
７つのブースと１つのプログラムを回りましたが、一番の思い
出は、「水でピリピリ」スカウト５人の力で集めた静電気。１、２の
３！で……。あれ、あれ？どういうことだ？「次はもっとそっとやろう」
「フォークをさわっちゃったかもしれん」と、みんなで考えます。そし
て、再度チャレンジ！見えない電気が「ここにいるよ」と言わんば
かりに、研ぎ澄ましたスカウトの耳にパチパチ音で知らせている
ようです。スカウト達の期待が絶頂に。１、２の３！「わぁ～」と叫ぶ
スカウトや、きょとんとしたスカウト。感じ方に差はありましたが、つ
ないだ手から手に、しっかり電気と仲間の輪を感じました。
そして、見渡すとスカウト
で溢れる全体集会にも「す
ごかった～。僕たち以外に
もスカウトはたくさんいるん
だなぁ」と、感動！カブスカウ
トは刺激と感動をお土産に
持ち帰ったのでした。

あいちビーバー・カブラリーへ出発進行！
尾張西地区　一宮第５団　カブ隊長　中村 恵子

ニュース & トピックス

〈尾張〉
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三河葵地区では１０月２４日（土）～２５日（日）にかけて、
「Ｃｒｅａｔｉｎｇ ａ Ｂｅｔｔｅｒ Ｗｏｒｌｄ（よりよい世界を創ろう）」をテーマ
に地区スカウトフォーラムを開催しました。
３０名のスカウトがテーマに沿って真剣に議論を交わし、
フォーラム後はＢＢＱで交流。スカウト実行委員を中心に運営さ
れ、とても有意義なフォーラムとなりました。
スカウト達はこの日決まった
宣言文を団に持ち帰って日々
の活動に展開していきます。

市民歩こう会～開通前の新東名高速道路を歩こう！！～
穂の国地区　豊川第４団　ベンチャー隊長　古市 泰子

三河葵地区スカウトフォーラム
三河葵地区　副コミッショナー（ベンチャー担当） 原田 路世

9月にボーイ隊から上進したスカウトを迎え、新ベンチャー
隊のチーム力アップと仲間を思いやる心を育み、年長者
（スカウトの３倍生きてきた指導者）もいたわりながら１１キ
ロを完歩することを目的に10月12日に新城市で開催され
た『開通前の新東名高速道路を歩こう大会』に隊活動とし
て参加しました。出発点の県営新城総合公園には多くの
参加者が集まり、新城インターチェンジから開通前の高速

道路に入り、イベント会場で
ある長篠設楽原パーキングエ
リアを目指して歩きました。制
服で参加したスカウト達に、声
をかけてくれる参加者の方も
多く、スカウト達の良い体験と
なった隊活動でした。

１０月２４日、豊橋市こ
ども未来館「ここにこ」
にて穂の国地区が主催
するココニコ体験プログ
ラムが開催されました。
今回のテーマは「ロープ

を使ったゲーム」です。事前申し込みと当日参加で８名の子ども
たちがロープや自転車の古タイヤを使ったいくつかのゲームに時
間の経つのも忘れて楽しんでくれました。予定の時間を過ぎても
アンコールがあり、指導者や手伝いのスカウト達も疲れ知らずの
子どもたちに元気をもらっていました。
天候にも恵まれ、よい体験をさせることができたと思います。
次回のプログラム開催は１月。子どもたちに素晴らしい体験を

してもらえるようさらに楽しい企画を考えていきます。

地区内での親睦を
碧海地区 知立第１団 ボーイ隊長　森島 賢司

ココニコ体験プログラム開催
穂の国地区　組織・拡充委員長　水藤 隆詳

10/31～11/1の1泊2日で、碧海地区の「グリンバー名
誉キャンプ」が行われました。地区のボーイ隊から班長・次長
が一堂に集まり、２ＴＣに向け地区の仲間意識を高めると共
に、グリンバーとして野営技能の向上を目指しました。最初は
口数も少なく、表情も固かったスカウトも、1６NJ & 23WSJ 
で一緒だった仲間を見つける
とすぐに打ち解け、立ちかまど
作りや懇親会を通して更な
る親睦を深めることができ、
今回の名誉キャンプの目
標を達成できたと実感しま
した。

ニュース & トピックス

〈三河〉
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ニュース & トピックス

〈知多〉

秋の収穫
知多北部地区　東海第２団　ボーイ隊長　志賀 靖之

キャンプじょうへしゅっぱーつ！
知多東地区　半田第２団　ビーバー隊長　石川 恵子

7月10日(金)～12日(日)、３日間で浜名湖～美浜まで
150ｋｍを自転車横断しました。１日目は電車で弁天島まで
移動し､渚園キャンプ場で宿泊しました。２日目の朝、いよい
よ渚園キャンプ場からスタートです。浜名湖まで来たので、ウ
ナギパイファクトリーで工場見学しました。愛知こどもの国で

はキャンプをして宿泊しました。３日目は愛知こどもの国から
スタートしました。一色ではお祭りに参加し、碧南水族館も見
学しました。辛いときはスカウト同士で励ましあい、150ｋｍを
達成したスカウト達はとてもいい経験をし、一回り成長した気
がします。

自転車移動キャンプ ～１５０ｋｍ走破～ 知多西南地区　美浜第２団　ボーイ隊長　奥村 泰治

10月31日、東海市しあわせ村キャンプ場において東海第２
団主催の入団体験会を実施しました。

各隊にわかれ、秋を感じるプログラムとして、ビーバー隊はど
んぐりや落ち葉を使ったクラフト、カブ隊では組で鳥の餌台を
作成し秋に観察できる野鳥を探す、ボーイ隊ではダッチオーブ
ンを使った野外料理に挑戦。ビーバー隊とカブ隊ではそれぞれ
独創的な作品が完成
し、ボーイ隊の作った
ローストビーフには参
観に来ていただいた
体験のお子さんとその
保護者の皆様にも好
評でした。

8月14～15日、愛知と岐阜の県境付近の奥矢作レクレー
ションセンターにおいてカブ隊と合同でキャンプをしました。
ＪＲ乙川駅から中央線恵那
駅へ移動し乗り換えて明知
鉄道岩村駅まで３時間の電
車移動でキャンプ場までたど
り着くことが出来ました。普段
電車を使うことが少ない年代
ですが、路線図で駅名を確
認しながら移動していたら飽
きずに３時間過ごせました。
途中お約束？の切符が無く
なるというハプニングがありま
したが楽しい時間を過ごすこ
とができたと思います。
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副
連
盟
長

宇
野
眞
之

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

副
連
盟
長

野
村
正
直

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

連

盟

長

岡
谷
篤
一

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

理

事

長

永
井

　淳

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

謹
賀
新
年

副
理
事
長

舩
橋
鐸
夫

組
・
班
活
動
の
で
き
る
ス
カ
ウ
ト
数
を

す
べ
て
の
団
で
め
ざ
そ
う

２
Ｔ
Ｃ
に
向
け
て
頑
張
ろ
う
！

副
連
盟
長

武
田
正
典

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

ス
カ
ウ
ト
サ
ロ
ン
シ
ゲ
ハ
ラ
バ
ン
シ
ャ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
六
六

−

二
七

−

一
六
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
六
六

−

二
一

−

〇
二
七
〇

謹
賀
新
年

ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

理

　
　
　事

組
織
・
拡
充

委

員

長

冨
田
昭
則

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

理

　
　
　事

行
事
・
国
際

委

員

長

榊
原
孝
治

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

理

　
　
　事

ス
カ
ウ
ト
進
歩

委

員

長

斉
藤
茂
美

﹁
ス
カ
ウ
ト
と
共
に
﹂

 

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

副
理
事
長

鈴
木
市
男

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

理

　
　
　
　事

指
導
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

委

員

長

櫻
井
茂
生

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

理

　
　事

小
栗
宏
次

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

先

　
　達

近
藤

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

監

　
　事

竹
山

勉

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

理

　
　
　
事

総
務
委
員
長

理

　
　
　事

地
区
協
議
会

副

会

長

中
村
倫
之

神
谷
昭
範

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

理

　
　
　事

行
事
・
国
際

副

委

員

長

滝

　克
己

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

愛知スカウトクラブ
会

長

副

会

長

副

会

長

総

務

総

務

行

事

会

計

監

査

監

査

事

務

局

長

会

員

々々々々々々々々々々々々々々

近

藤

　
悊

二

橋

一

彦

渡
辺
外
喜
男

加

藤

忠

雄

榊

原

満

雄

息

野

捷

夫

榊

原

友

子

垣

内

重

正

福

田

　
勇

大

矢

利

雄

伊

藤

　
保

加

藤

正

明

岩

田

　
明

岩

田

圭

子

大

前

須

美

松

井

　
清

林

　
敬

順

林

　
悦

子

住

田

清

久

北

川

養

正

生

田

亮

俊

板

谷

正

一

吉

田

武

睦

伊

藤

孝

尾

斉

藤

公

一

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連

盟
の
現
加
盟
員
又
は
元
加

盟
員
で
六
十
五
才
以
上
で

あ
る
こ
と

年
五
〇
〇
〇
円

一
、総
会

　
　二
、新
年
会

三
、春
秋
研
修
親
睦
旅
行

新人会員募集

○
資
格

○
会
費

○
行
事

ご
希
望
の
方
は

事
務
局
長

　大
矢
利
雄

電
話
〇
五
二
ー
七
九
一
ー
〇
二
七
二
番
に

ご
連
絡
下
さ
い
。

監

　
　事

安
藤
芳
朗

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

岐

阜

県

連

盟

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
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顧

問

顧

問

顧

問

顧

問

顧

問

協

議

会

長

副

協

議

会

長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

同

副

委

員

長

指
導
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
委
員
長

同

副

委

員

長

行
事
・
国
際
委
員
長

同

副

委

員

長

同

副

委

員

長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

総

務

委

員

長

同

副

委

員

長

事

務

長

副

事

務

長

会

計

監

査

会

計

監

査

渡

勝

彦

吉

田

　

樫

尾

富

二

加

納

康

昭

西

洞

正

次

杉

田

勁

一

赤

野

卓

雄

水

野

義

久

岡

﨑
俊

文

加

納

久

子

根

津

敦

子

三

浦

　
聡

岡

田

良

雄

菅
野
谷
俊
英

森

田

高

陽

石

榑

宏

史

坂

口

峰

男

服
部
喜
久
雄

水

谷

宗

平

田

口

俊

昭

﨑
山

健

二

因

田

和

夫

近

藤

康

弘

伊

藤

耕

三

中

村

恭

章

勝

田

信

司

吉

田

桂

一

井

上

二

實

木

全

景

子

北

井

孝

一

加

藤

淑

子

石

川

賢

一

名古屋千種地区

ボーイスカウト振興愛知県議会議員懇談会
会

長

副

会

長

幹

事

長

監

事

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

岩

村

進

次

中

村

友

美

堀

嵜

純

一

奥

村

悠

二

水

野

富

夫

深

谷

勝

彦

横

井

五

六

神

野

博

史

神

戸

洋

美

坂

田

憲

治

石

井

芳

樹

渡

辺

　

昇

川

嶋

太

郎

原

よ

し

の

ぶ

青

山

省

三

佐

藤

一

志

高

桑

敏

直

近

藤

ひ

ろ

ひ

と

島

倉

　

誠

寺

西

む

つ

み

山

下

智

也

新

海

正

春

犬

飼

万

壽

男

渡

辺

周

二

南

部

文

宏

神

戸

健

太

郎

石

井

　

　

拓

丹

羽

洋

章

ま

す

だ

裕

二

辻

　

秀

樹

伊

藤

辰

矢

田

中

泰

彦

塚

本

　

久

富

田

昭

雄

森

井

元

志

西

川

厚

志

鈴

木

　

純

安

藤

と

し

き

浅

井

よ

し

た

か

谷

口

知

美

水

谷

満

信

樹

神

義

和

日

比

た

け

ま

さ

河

合

洋

介

福

田

喜

夫

安

井

伸

治

朝

倉

浩

一

鳴

海

や

す

ひ

ろ

小

島

丈

幸

筒

井

タ

カ

ヤ

渡

辺

　

靖

大
前
須
美

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

林

　悦
子

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

名
誉
会
議
議
員

名
誉
会
議
議
員

名
誉
会
議
議
員

肥
田
荘
治

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

名
誉
会
議
議
員

新
美

　晃

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

名
誉
会
議
議
員

浅
野
武
雄

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟

名
誉
会
議
議
員

山
川
友
一

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

名
誉
会
議
議
員

小
林
泰
陸

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

林

　敬
順

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟 

顧
問

︵
一
財
︶
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
県
連
盟
維
持
財
団 

監
事

天
台
宗
ス
カ
ウ
ト
連
合
協
議
会 

常
任
理
事

大
原
和
生

冨
田
昭
則

加
藤

　隆

郷
司
朋
明

小
島
祐
子

寺
原
久
男

三
枝

　勝

協

議

会

長

副
協
議
会
長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

事

務

長

名古屋西部地区 名古屋巽地区
協

議

会

長

副

協

議

会

長

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

指
導
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

総

務

委

員

長

事

務

長

山

内

　
充

中
山
和
歌
代

中

村

徳

治

滝

　
克

己

原

　

　
淳

加

藤

　
修

佐
土
平
康
雄

杉

橋

和

彦

兼

子

光

男

若

杉

信

彰

中

島

晴

子
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尾張西地区
協

議

会

長

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

同

副

委

員

長

指
導
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
委
員
長

同

副

委

員

長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

同

副

委

員

長

行
事
・
国
際
委
員
長

同

副

委

員

長

総

務

委

員

長

救
急
看
護
特
別
委
員
長

同

副

委

員

長

会

計

監

査

監

査

事

務

長

事

務

次

長

則

竹

伸

也

水

谷

恵

至

吉

野

博

樹

藤
髙
功
一
郎

村

瀬

和

典

佐
藤
か
つ
美

土

川

功

介

安

江

利

文

平

田

昌

章

森

　
裕

史

小

出

敏

明

山

田

一

夫

山

田

啓

子

柴

田

和

仁

大

崎

長

美

瀧

　
茂

光

尾

藤

文

紀

冨
田
佳
代
子

脇

田

哲

行

桐

山

悦

子

牧

　
宏

俊

吉

田

　
稔

渡

辺

妙

子

久

富

充

郎

柴

田

哲

男

岩

田

英

明

平

林

　
豊

佐

藤

陽

介

鷲

津

羊

子

顧

問

顧

問

顧

問

顧

問

顧

問

顧

問

先

達

名

誉

委

員

名

誉

委

員

協

議

会

長

副

協

議

会

長

副

協

議

会

長

副

協

議

会

長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

同

副

委

員

長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

同

副

委

員

長

同

副

委

員

長

指
導
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
委
員
長

同

副

委

員

長

行
事
・
国
際
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︶
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︶
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司
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司
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岡
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a spirit of Rover

愛知ローバース会議
- Aichi Rovers Conference -
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光
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史
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ザ
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ザ
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西
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西
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ョ
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ョ
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副

委
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委
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委
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委
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委
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協
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先
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ョ
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協
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委
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委
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地域への情報発信のツールとしてより有効活用するため、みなさんのご意見をぜひお寄せください！
詳しくは、愛知連盟HP（ht tp : //www.scou t . a i ch i . j p /）をごらんください。

第１２回日本アグーナリー　参加者募集！第１２回日本アグーナリー　参加者募集！

12 古紙パルプ配合率80％
再生紙を使用しています。

私たちは、ボーイスカウト運動を応援しています！

東邦ガス株式会社

株式会社大丸松坂屋百貨店

株式会社センゾー

名古屋鉄道株式会社

株式会社渡辺機械製作所

明治電機工業株式会社

武蔵精密工業株式会社

（敬称略） 特別維持会員の方々です。

興和株式会社

株式会社水野鞄店

新東工業株式会社

株式会社みずほ銀行

福玉精穀倉庫株式会社

徳倉建設株式会社 小林クリエイト株式会社

株式会社チタ製作所

岡谷鋼機株式会社 熱 田 神 宮

株式会社イズミック

祖父江 善光寺

スカウトあいちに関するアンケートをWeb上で実施中です。

テーマ「We can！ 富士からともにはばたこう」

ＲＣＪフォーラム２０１５参加報告　名古屋千種地区　名古屋第８７団　ローバー隊　加納 正和ＲＣＪフォーラム２０１５参加報告　名古屋千種地区　名古屋第８７団　ローバー隊　加納 正和

平成２７年１０月１０日（土）～１２日（月）にＲ
ＣＪフォーラム２０１５が静岡県立富士山麓山
の村で行われました。
全国２９県連盟より実行委員７名、参加者

８８名（内、ガールスカウト１０名）の計９５名の
ローバースカウト年代が集い、愛知連盟から
は実行委員２名、参加者１１名の計１３名が
参加しました。

過去のフォーラムでは採択文を作り提言す
るスタイルでしたが、今回は「Paddle your 
own canoe ～自分ノ針路ヲ自分デ進メ～」
いうテーマのもと、自らの夢や生き方について
考え、今後の行動にどう活かしていくかを語り
あうプログラム等を通じて、仲間の輪を全国に
広げました。

森林保全プロジェクト森林保全プロジェクト

このプロジェクトは、平成２７
年１１月７日～８日、愛知県民
の森で実施しました。
愛知県農林水産部のご支援
のもと、環境省自然公園指導
員の加藤博俊先生、特定非営

利法人穂の国森づくりの会の森田実先生を講師に迎え、ベン
チャー８名が熱心に研修に取り組みました。県民の森のフィールド
を活用して森林植物の見方、植林した森での下草刈りの体験、動
物被害の説明を受けました。自然を保護し管理をしていく大切さを
学び、初期の目的を達成することができました。

無線研修は、平成２７年８月３
０日、９月６日、１０月１７日～１８
日の４日間にわたり、名古屋東
別院及び新城吉川野営場で３
８名の参加により実施しました。
公益財団法人　永井科学技
術財団様のご助成のもと、愛知
連盟アマチュア無線局及び日
本アマチュア無線連盟愛知県支部の支援をいただき、全員が「ア
マテュア無線士４級」の資格取得とともにラジオの製作、技能章
「無線通信章」を修得できました。

無線研修無線研修

障がい者への理解を深め、適切な配慮や実践
を行い人格と個性を尊重し支えあう社会の実現
に寄与します。障がいの有無や老若男女にかか
わらず参加が可能！ ぜひ参加しましよう！

会　　場
大会期間
参加対象

参 加 費
予定申込締切

／静岡県・県立富士山麓山の村（静岡県富士宮市）
／平成28年8月12日（金）～16日（火）
／特別な配慮を必要とするスカウト（ＣＳ以上）・指導者、一
般の青少年・成人、および一緒に活動することを希望する
スカウト（ＣＳ以上）・指導者、一般の青少年・成人
／３０，０００円
／２月末日


